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上記 の 者は、 平 成 2 9 年 1 1 月 2 日、同月 2 2 日、同 年 1 2 月 4 日 、 平成 8

0 年 7 月 3 1 日、還還還還還昌還 時学学区学 |
| 研究院において、本 職に 対し、任 意次 のとお り 供 述した 。
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を取得しまし た 。
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清原性細菌 、 符 に O157 に 関しては、平成 8 年に大 阪 府 堺市 で O157 に よる

集団食中毒が発生した際に、当 時の 厚生 省から の要 語 を 受け、そ の対応人策に
つい て 私 の見 解 を述べ た こと が あり ます。

これか ら 、 病 原 性 細菌の性 質 や 危険 性等 に つい て 語 します 。

2 まず、細 菌の基本 的 か ことに ついて 話します 。

細 曽 は、左胞を形成 しない菌と 、. 休 内に芽多を作る 芽胞 形成 散に 大 列 す

警視 店



.( 供 述 調人等 継 読用 紙 )

るとと が できますが、式 胞 とは 、 共に 適さな い 東誠にな っ た と き に形成
る 醒久 性 の 高い特殊 な 組 胞衝 造 と なると と です。

細間 類 で員い ます と 、芽放形成しない代表 前 なもの は 、 大 腸 韻 、ペ スト
間 等があり 、 芽胞 形 成 貞では 、 赤拍 角 、ボツリ メス商 等 が あげち れ ます。

私 1 は肌を 形成しか い引 商 の研究 を導 門 と していま すが 、 それ ら の 細半 の
名 徴 は 、 物 理 ・ 化 学 的 処理対する 抵太 弱く、 温熱つまり攻気 香水分を |
含んだ 熱では、 7 5 度 で 1 分 程度、間替 分 を 含まない熱 であれば ュ ト
0 0 度 で 6 0 分 以内に 全ての細 商 を 死滅き世る らとができる と 言わ れていま

で -
なお、 細菌 を 死 浅 さする うえで 、 江部 のは 絶対条件ではな |

く、 例えば 1 0 度 下げた 9 0 謀 の革胃 で あ いと いう 細菌 の 特
. 性か ら 1 0 0 の時よ り / 間 は かか り ます 商 を 発 開 させる ご

] と はで きます 。
な り ま すので 、 水 分湯有は生物で ある た め 、 その 生 を には 2

が枯 意した 場合、又 は 熱 変 作に より 主 成分 である 酵素、つまり タンパク 質 の |
構造 等が破壊された 場合は 死滅し 、 感 委 能 力を失う にとに な り ま す 。

赴 苗 の大き さ なは 、 革放 を 形成する し ないに がなわらず、 すべ て約 1 マイ
ロメート ルですが 、 球 状の 「 球 門」せ直穫 、 の 導いか の人

| 約ユマイ クロ メー トルと な り ます 。 ー
さらに、細 菌 ば 、 股 末 を必要とする殺気によって市限され

る鐘気 性 酸素の 存否は 関係ない 通 必殺気 必 等 た 分 けることも で きま す。
3 “それ では、人等に感染 し て 鶴 を 与える 病原 性細菌である 大 腸 前 とペスト ド 商

について 語します 。

嘆 視 庁



な紀
大馬 間 とペスト 商 は いも 、 沖 商 学上 、 騰内 組 曽 科 に 分 類される 種類で 、

通條嫌気 性菌 たなり ます 。
この と き本 職 は 、 供 述人に 対し て 平成 0 年 8 月 2 0 日 特 け 、 本職作成 にか

か る複写 ( 交人人物術及び関係人人 [改訂 第 2|
2 版 ]) の うち 、 生物 兵 如を 規制する 輸出 名 昌和 理 人別表 第 1 の 3 の 2 項 (1)

に 係る 答出 損 易 管理 令 別 表 第 1 及び外国 誠信 別表 の 規定に基づき 貨物又は寺

| 価を視め る 省令 第 2 条 の第項第号 て訪 戦ある 入所の 写し
| 孤 を 示 した 後、本 凍 書末必 に 論 付する こ ーー

苦 を 輸出する 除には 経済

この サメスト に 書かれ

た だ 今見せ ていただいた 資料 に記載 し

産業 大良の 許可 が必要である と の操明 を 受 !
ている絡商 等はどれ も 人 体 に 害を及ぼ すも の :

・ も 危険 な ものば か り です。 ]
| 上 2 ネト NE あっ ている 三箇につい 辿出貴大
区が、 財に 危際條 前 なり 示 す が 、 そ の 感 PTZ
RR

| 感 時大は 、 主 に 、 吉示が 不 十分 な 肉類、ミ フ が 和 導到 を 占め、 他 |
に や水野朱 筆 の 反符 が 原因 に な る ことも あります

主 芝な 病原因子は、べ ら奏未、 計末と も いわれる 愛人

准 に 悪用されればとて |

証するので すが 、 こ れ は身体 條 に各する 奏 素 タン バク 質のと と で 、3.
か ら 7 日間の 潜 人導 の 低 、 展 痛 や 下山 、 発雪が 始まり 、 出人性大 腸疾の 症状

芝和性谷 血、血 小村少 症 、 急 性中全 等 を所 見とする浴邊性 尿 奏 症人

群という 全便 症 の 併 著 、さら に脱 症 を 俳 上 し て 死生 る ことも あり ます 。

| 実際、平 成 8 年 に提市で区 生した O157 に よる 会 中 奏では 8 人 の 死講を 田
le ga ml



9
R

I

レニトッ にに - 」
| し 、 9 生にまたが る人は 5 人の生け
事 となり ました 。
AM ペスト 商人は、 O157 以 上に病原性 、 間 席全員 つ 馬 して 知られ 、 発ほどの -

リス ト に 規制されている と おり 、 生物拓 秀やテロド人用 される危険條が特
抄念 され て で いま す。

ペスト菌の感染 経路 は、通常 、ノミセ上 されて染する 枯友和 |
| で すが、 及 から感 雪する直道償の信人 EA た

計 必圧 中 絡 江再選 ペスト 菌 を保有
| ド か ら人に夫する も のです。

玩村 肝臓 ・ 2 が
| これ を 麻ペスト と結います

ri 血 竹気 辻 到 太 炎 を 起
こし ます が、 こ の半状 を 持った選者が 排出 染性 の強い曽が飛 |

洒感名し て、人から入へ感染し ていき ます 。 GE
致死 率 は 、 抗体リクチン が開発される以前

シト、 庁ペ NB+ 0 0 ペーキシトであったよう に、
と っで故に硬 な もので す。

4 世紀ごろ ヨーロ ッ パで発生 し た ペス ト感染は、 正確な続計は、

、 全世界で 8。 5 0 0 人が発疹 し、当 時のヨー ロッパの 和信

の半生は 剖 み休 向にある も の の 、 1 9 6 0 年人ベトナム で輝い
| 鳴 御 |

- 記 は 、 出 箇柏家首 、リンジバ放用大部 と敗血症進行し、菊 | 。



(失敗) ーー -
死者が年間 万人に 達し ましたし 、1 9 9 4 年 に は イン ドでもゃ流 告して大パ | .

。 ニッ ク に な り ま し た 。

ですから、人 を殺傷する目的 でペスト 菌 を 飛散 させれ ば、 何万 人もの人が

| 感染し、 葉 大 な 被害 を もたら すこ と は開 違いあ り ません。

15 次に、 警察か ら依頼 を 受け た 間熱 突 験の実験 甘 果 に つい て 語 します。

大 脇旧のよう な圧 胸 を形成しない細 曽 は 、、熱 を加える と 内 部 の 水分 が格 混

し 死 涼しますが 、 徐 々 に 熱 を 加 えた り 乾 に放置するな ど し て水分

] を ゅっ くり減少させた場合、そ の欄境に ) と 熱に 対する 抵抗カが多
く な る こと が多々 あり ます 。

| 佐用の 方か ら 今回 の 主旨 は 、 成明 吉器 炊原詩を肝 叶に乾燥して 、|

粉末 に する 笑 械 の 内 部 の芝間 を 想定して の実 鋭胃を 受け て お り |
まし た の で 、 替 出 で 粉 末 菌 を 製造 する 工程 対する抵抗が強くな

る 草 も 出 でくるので はないか と 想定 し 、

5 月 1 5 日、千 察か ら の依頼 より 当 大学

O157 を 用 いて乾欠 導 機 による 9.0 度 で の章夫実験を行い ました。

と) にビレいい (人 で へ NGO
いら の書 湖は 、 今 話した O157 を 9 0 度の閉鍵 減 前 機に入れた 9

滅する かを確認した実生果で 、私 が作成し たもので
験 の具体 的 方法に ついて 順 を 追って 説明しまま 。..

丘 験 た 用いた電熱涼六 欄の提 度について硫 対 置内を 9 0 度設足

| 鳴 視

アプ め洛 員 圧 中 席 け 層 | ..
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(供述 調査等継続用拓 )

てで ・ 較 沿 軸 おいて 柱度を 確 昭 した と ころ 、9 0 度で あること を確認してお
り ます 。:
使用 した腸管 出血 性大腸は、 のと も詩 われて いる 大 阪市 で 発生 し

た O157 の 会 中 宰 事件で 分 離された Sakai 株です 。
なおお 、 他 に も 研究 用 Or57 の 株はあり ますが、 菌株 の 違いで死滅 温度 に相

、 違 は あり ません 。

1 ご 6 X10* 個つま り 1 0 0 万 か ら 6 )O157Sakat 株 が 含まれ
た 増 差 液 1 0 z6 をスラ イド ガラ ス に 和 せ 8 枚 を 用 意 し 、そ の うち

| 4 析を 6 0 分呈で放 購 さき芝 ました。
は じめ に 、 6 0 分 開 宣 間で放置 し熱に 対 5 強くな っ た地半 液 4
人

1 才 間欠 半 曽 に ょ る副熱なじ
「 ョ 枚 乾氏商 機に入れ 3 0 分間
1 枚 電熱 導 機に入れ 6 0 分 間 の

- ユ 要 寺村入れ 1 2 0 人半
った後半生理会水 を染み込ま せた江 放株 で 4 枚 のスラ イドグラ

表面 を拭き 取り 、 大腸前 人を 増殖する内 増 区 しやすく する培 環 に

んだ L B 寒 天平板 4 枚に それぞれ 擦り 広げ て、そ の 後 、3 7 度で 14

し 、 増列し た細 商 の 塊である集 弥 の有無 を 講べた と ころ、

1 枚 . 熱 浅 菌 機 入れ 1.2 0 分 間 の乾 替 .

天 プ レー ト だけ に は集 吉 が な く 菌 が名 し た こと を確 先し 、 - 和 の 3 放
集落 が 確 店で き 寺下 していないこ と が 分 かり ま した ど

よい う のは、 1 4 mW ちい 深すを栓 記 で きる と
和敬 視。 が



* ( 供世 嗣 谷 等災 続用区 )

いう の は 、 際 々 の よう な下を 拓 う 者で め れ ば知って いると と です 。
続いて 、 6 0 分間守呈で放置し なかっ た 4 松の半 実験たつい て です が 、

1 枚 乾名菌 換による乾熱なし ーー

1 枚 乾幸研落機に入れ 3 0 分 間 の乾夫

1 枚 麗和 機に入れ 6 0 分間の電
1 枚 電機に人 12 02 の 8

を行った 後、計 生理人 朱を委み 込 枚の スライドグラ
すく する 培地をス の表面 を拭き 取り 大肛株 舌 を増

含んだ し 寒天 平板 4 枚 度 で 1 4 時間 |
基 基い ューニーニー

-+ 枚 EER
1 枚章外前機に入れ 6 0 分 S 間の間欠
1 枚 商機に入れ 1 2 0 分間の間

した夫 天プレー トだけ に は打可 が なく交太 したさとを恥し 、 他の 3 相
か ら は和 集芝が確認で き 死渋し ていな いここと分か りま した。
合しますと 、6 0 分間和で放選させ拓カを強く した曽につい て は 、

、 9 0 度 1 2 0 分間の昔理
0 間和湯で本す押久 の を 暗く し ない に つい て は、

9 0 度 3 0 分間の乾欠 理

(た 人 思い と を稚認しま した。

の加熱 実験を 写真 揚 影 し たもの が 、 2 枚目と 8 枚 目の書 占 になり ます 。

生 真 横に記載 している東 燥 と 記載し た入所 が、 直江 沿 人 ao 0 人間案温
して電信させ た も のです 。

警 。 視 庁
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-( 代肖 人等 継続用
また 、 塔 義 液と記載 し た箇所は、 才 美 を晶 隔 させず に そのまま生前 |
機に入れたも ので す 。

写真 の寒天平板にある自い 点お、生きた O157 の集落です。 -

分 か りやすく する た め 、 集落に 赤色 を 付けます が 、 集 藩全て 印 を 付ける と

見 にくく な り ま すので 、 一 部 に赤 印 を 付けたいと 思い ます 。
この と き 本科は、 供 述人半実報告半 浴 付 写真の 集落 部分に 下線で朱書した

. 化、 修述人 に 示し た 同 幸 告 午の写し 8 枚 を 、 本調書 未 馬に 浅 付 すること と した。

呆電各で 病原 性 旨 菌 を 粉 体 化した 場合 、そ の製造程にお いて 、 里拉

藻 置 内部に 粒子が電 なり 合 っ て 付着すること が ある と の 説明を 受けました

が 、 重な り 座合の 限度も あります が 、 た と え粒 子 が 多少 重なっ た状態で 乾 熱

処理し たとし て も 、 芽 胸 を 形成 しない 菌 は 実験 結果のと お り 9 0 度 の加 熱で

| 細菌 全体の 水分 が 相 利します ので 、 最 終 胸には 死 不 します。

また 、 仮 に機器 装置内部 の細 散 が焦げ付い た 場合でも、 熱 の 浸透がやや 遅

く な る だけで、細 菌の内 部まで 熱 が 伝わり 最多前 に 人 は 座 となっ て死 浅します 。

- 大腸 菌と同じ芽胞を形成 し な い ペスト 敵 も 、 熱に 対する 抵抗 性が 大腸 商 と

ほぼ 同じ か若 王弱い 程度ですの で、 9 0 上 の 間 式であって も 章和全体 の 分
が柄湯 し 、 死滅するこ と人は 闘 違いあり ません 。

9 今回の央 結果 を 障まえ、 言える こ とは

直交放各の誓内部 9 0 庶 の間熱を 1 2 0 今立させれ、
綱菌の 水分光相当 し 、 芽中し ない 菌をすべて 大 させ 感染 能

| と い 5 こ と で す 。

「・ を 失わ せる こと が で きる 。 ・ 、



、.。 ・ (人 且 人 和続 用 幼 )
以上 _ のおり . 鍵 下し て令 ' み用か人 関 急さとた な う 。
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才した 状態 のが 90'C 処 理。 何分で玩 研する か を明らかにする 。

に で 結果 の 写真をがす。
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